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憲法 9 条と安保法制
――政府の新たな憲法解釈の検証

去る 7月 10日に行われた参議院議員選挙，どのような視点から投票されたでしょうか。18
歳以上に選挙権が付与された初めての選挙ということで注目されましたが，重要な争点のひ
とつとして，本年 3月施行の安保法制の是非があげられました。「集団的自衛権を容認する

もので違憲で反対だ」，「いや，集団的自衛権は認められるべきだから賛成だ」など，様々な意見が耳目
に触れるところです。しかし，実際に安倍政権が行った憲法 9条解釈が具体的にどのようなもので，
それに基づいて自衛隊法等がどう改正されたのか，そしてこれらの問題点について，正確な理解にもと
づいた議論が十分にされていたでしょうか。
　本書は，「法の番人」である内閣法制局の長官を務めた著者が，政府の国会での説明を丹念に追いな
がら，憲法との関係から一連の安保法制を検証したものです。その緻密な論理かつわかりやすく明晰な
文章を読むことによって，いずれの立場に立とうとも必要となる，正確かつ深い理解による議論が可能
となるはずです。また，本書には，安保法制懇報告書や自衛隊法等の改正箇所が一目でわかる新旧対照
表等の豊富な資料も収録しています。ぜひ手にとってご参照ください。（井植）

編集
担当者
から

阪田雅裕

2016 年 7月発売／274 頁／本体 2600 円＋税
A5 判／上製

教養 研究 一般学部

議論のための基礎を身につける！
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